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1 　所在文の広がり ─ 存在文との対応 ─

所
在
文
の
広
が
り 

─ 

存
在
文
と
の
対
応 

─

丹
　
羽
　
哲
　
也

一
　
所
在
文
と
存
在
文

　「
Ａ
は
Ｂ
に
あ
る
」
と
い
う
文
と
「
Ｂ
に（
は
）
Ａ
が
あ
る
」
と
い
う
文
は
、
同

じ
事
柄
を
表
し
な
が
ら
焦
点
の
位
置
が
異
な
る
。

　（
１
）
時
計
は
机
の
上
に
あ
る
。�

（
所
在
文
）

　（
２
）ａ 

机
の
上
に
は
時
計
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

あ
、
机
の
上
に
時
計
が
あ
る
。�

（
存
在
文
）

（
１
）
は
ニ
格
項
に
焦
点
が
あ
り
、（
２
）
は
ガ
格
項
ま
た
は
文
全
体
に
焦
点
が
あ

る
と
い
う
点
で
、
言
い
換
え
れ
ば
、
ガ
格
項
の
指
示
物
の
存
在
を
前
提
と
す
る
か
、

そ
の
存
在
を
主
張
す
る
か
と
い
う
点
で
対
立
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の
前
者
の
タ
イ

プ
を
「
所
在
文
」、
後
者
の
タ
イ
プ
を
「
存
在
文
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す（

注
１
）

る
。

　
所
在
文
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
乏
し
く
、
こ
の
（
１
）
の
よ
う
な
具
体
物
が

具
体
的
な
場
所
に
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
タ
イ
プ
に
言
及
す
る
の
が
専
ら
で
あ（

注
２
）

る
。

し
か
し
、
こ
の
種
の
文
に
は
、（
３
）
の
よ
う
に
何
ら
か
の
抽
象
的
な
関
係
を
表

す
も
の
も
多
く
、

　（
３
）
妻
は
深
い
眠
り
の
中
に
あ
っ
た
。�

■

（
注
３
）

■
（
02
／

５
／

29
／

朝
）

か
つ
、
例
え
ば
（
４
）
の
よ
う
に
焦
点
の
置
か
れ
る
項
が
ニ
格
で
な
い
も
の
も
あ

る
。

　（
４
）
階
段
は
463
段
あ
る
と
言
わ
れ
、
息
が
切
れ
ま
す
。�

（
08
／

７
／

14
／

夕
）

（
１
）
は
事
物
が
ど
こ
に
存
在
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
表
す
が
、（
３
）
や
（
４
）

は
事
物
が
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
す
る
か
と
い
う
抽
象
的
な
位
置
づ
け
、
存
在
の

あ
り
よ
う
を
表
す
。
本
稿
は
、
後
者
の
よ
う
な
も
の
も
含
め
て
所
在
文
と
呼
び
、

こ
れ
が
個
々
に
ど
の
よ
う
な
関
係
を
表
す
か
、
ニ
格
項
や
ガ
格
項
の
名
詞
の
違
い
、

あ
る
い
は
、
存
在
文
と
の
対
応
の
仕
方
に
着
目
し
て
分
類
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
以
下
、
ニ
格
項
そ
の
他
、
場
所
に
当
た
る
要
素
を
位
置
項
、
ガ
格
項
を
存
在

物
項
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
位
置
項
の
名
詞
お
よ
び
そ
の
指
示
対
象
を

Ｂ
、
存
在
物
項
の
名
詞
お
よ
び
そ
の
指
示
対
象
を
Ａ
で
表
す
こ
と
も
多
い
。
な
お
、

「
あ
る
」
と
「
い
る
」
の
選
択
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

二
　
所
在
文
の
諸
タ
イ
プ

二
・
一
　
場
所
型
と
時
間
型

　
最
も
基
本
的
な
所
在
文
、
つ
ま
り
具
体
的
な
場
所
に
お
け
る
存
在
を
表
す
も
の

を
「
場
所
型
」
の
所
在
文
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
存
在
物
Ａ
が
（
１
）
の
よ
う
な
具

体
物
で
あ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
に
抽
象
物
で
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　（
５
）
本
当
の
日
本
の
魅
力
は
地
方
に
あ
る
。�

（
08
／

10
／

10
／

朝
）

　（
６
）
重
傷
や
死
亡
に
至
る
事
故
情
報
は
医
療
現
場
に
あ
る
。�（
08
／

７
／

20
／

朝
）
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こ
れ
ら
に
対
し
て
、
Ａ
が
出
来
事
の
場
合
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
Ｂ
が
デ
格
で
表

さ
れ
る
。

　（
７
）
開
会
式
は
鳴
門
市
の
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
で
あ
り
、
34
校
が
参
加
。

�

（
08
／

７
／

12
／

朝
）

　
一
方
、
位
置
項
Ｂ
が
時
間
で
あ
る
場
合
を
「
時
間
型
」
と
言
う
。

　（
８
）
同
庁
に
よ
る
と
、
戴
冠
式
は
８
月
１
日
に
あ
る
。�

（
08
／

５
／

29
／

朝
）

　（
９
）
数
学
の
授
業
は
た
い
て
い
１
時
限
目
に
あ
る
。�

（
08
／

６
／

16
／

朝
）

　（
10
）
明
暗
を
分
け
る
ド
ラ
マ
は
試
合
終
了
後
に
あ
っ
た
。�

（
01
／

１
／

６
／

朝
）

こ
れ
ら
は
「
戴
冠
式
」「
数
学
の
授
業
」「
ド
ラ
マ
」
の
生
起
す
る
時
間
や
順
序
関

係
を
ニ
格
項
で
示
し
て
い
る
。
時
間
の
指
定
は
無
助
詞
の
場
合
も
あ
り
、
ま
た
、

「
Ｂ
か
ら
／
ま
で
」
で
始
発
点
・
終
結
点
を
表
す
こ
と
も
あ
る
。

　（
11
）
会
議
は
あ
す
φ
あ
る
。

　（
12
）
除
幕
式
は
10
日
午
前
５
時
（
同
９
日
午
前
10
時
）
か
ら
あ
り
、

�
（
02
／

２
／

９
／

朝
）

な
お
、
場
所
と
時
間
が
両
方
顕
在
す
る
こ
と
（
場
所
型
と
時
間
型
の
相
乗
り
）
も

あ
る
。

　（
13
）
決
勝
は
11
月
１
日
に
東
京
・
国
立
競
技
場
で
あ
る
。�

（
08
／

１
／

25
／

朝
）

　
存
在
表
現
は
状
態
性
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
本
稿
で
見
る
所
在

文
も
、
抽
象
的
な
も
の
も
含
め
て
大
抵
は
状
態
を
表
す
が
、
Ａ
が
出
来
事
で
Ｂ

が
場
所
や
時
間
で
あ
る
も
の
は
、
述
部
が
動
作
性
で
あ
る
。（
７
）
以
下
の
例
は
、

述
語
の
「
あ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
、（
８
）（
11
）

（
13
）
は
そ
の
基
本
形
が
未
来
を
表
す
。

二
・
二
　
抽
象
場
所
型

　「
抽
象
場
所
型
」
と
い
う
の
は
、
ガ
格
項
Ａ
の
事
物
が
ニ
格
項
Ｂ
の
事
物
の
表

す
抽
象
的
な
領
域
の
中
に
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
Ａ
が
Ｂ
の
影
響
下
に
あ
る
、

Ａ
が
Ｂ
の
基
盤
の
上
に
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
、
Ｂ
が
抽
象
的
な
場
所
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

　（
14
）
子
孫
の
将
来
は
、
現
在
の
有
権
者
の
想
像
力
の
な
か
に
あ
る
。

�

（
04
／

１
／

５
／

朝
）

　（
15
）［
先
］
４
五
歩
と
仕
掛
け
て
桂
を
跳
ね［
先
］
３
七
角
と
行
く
の
は
谷
川
の

構
想
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。�

（
01
／

６
／

10
／

朝
）

　（
16
）
逆
境
の
中
で
生
き
て
い
く
力
を
磨
く
、
そ
の
ひ
な
型
は
、
物
語
の
中
に

あ
る
。�

（
08
／

７
／

23
／

朝
）

　（
17
）
日
本
の
農
業
の
計
は
予
算
案
に
あ
る
。�

（
96
／

12
／

22
／

朝
）

（
14
）（
15
）
は
、
Ｂ
が｢

想
像
力｣｢

構
想｣

と
い
う
心
理
的
な
領
域
、（
16
）

（
17
）
は
「
物
語
」「
予
算
案
」
と
い
う
表
現
の
領
域
を
形
成
し
、
Ａ
が
そ
の
中
に

存
在
す
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
現
実
の
領
域
と
で
も
い
う
べ
き
タ

イ
プ
も
あ
る
。

　（
18
）
書
は
元
来
、
人
び
と
と
共
に
人
間
生
活
の
中
に
あ
っ
た
。（
00
／

１
／

12
／

夕
）

　（
19
）
物
事
は
す
べ
て
関
係
性
の
中
に
あ
る
。�

（
04
／

９
／

19
／

朝
）

「
書
」
が
「
人
間
生
活
」
と
い
う
領
域
、「
物
事
」
が
「
関
係
性
」
と
い
う
領
域
内

に
存
在
す
る
こ
と
を
表
す
。（
14
）
～
（
19
）
は
Ａ
が
Ｂ
に
包
摂
さ
れ
る
関
係
に
あ

り
、
多
く
は
「
の
中
に
」
と
い
う
言
葉
で
そ
れ
が
示
さ
れ
る
が
、（
15
）
や
（
17
）

の
よ
う
に
そ
の
よ
う
な
形
を
取
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
抽
象
場
所
型
に
は
、「
Ａ
は
Ｂ
の｛
下
／
上
／
外
｝
に
あ
る
」
な
ど
の
関
係
に
あ
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る
も
の
も
あ
る
。

　（
20
）
自
衛
隊
は
米
国
の
核
の
傘
の
下
に
あ
る
。�

（
02
／

６
／

４
／

夕
）

　（
21
）
日
本
で
は
空
港
は
国
土
交
通
省
の
監
督
下
に
あ
る
。�

（
01
／

１
／

22
／

朝
）

　（
22
）
そ
の
創
造
性
や
高
品
質
は
日
本
の
長
い
漫
画
史
の
蓄
積
の
上
に
あ
る
。

�

（
08
／

８
／

４
／

朝
）

　（
23
）
10
以
上
あ
る
ネ
ッ
ト
専
門
新
聞
は
政
府
統
制
外
に
あ
る
が
、

�

（
08
／

８
／

７
／

夕
）

　（
24
）
高
校
教
育
課
程
で
は
地
理
歴
史
科
に
重
点
が
置
か
れ
、
公
民
科
は
い
わ

ば
「
脇
」
の
位
置
に
あ
る
。�

（
08
／

７
／

17
／

朝
）

　（
25
）
苦
難
と
幸
せ
は
い
つ
も
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
と
思
っ
て
い
た
方
が
、
生

き
て
い
く
上
で
気
が
楽
だ
と
思
い
ま
す
。�

（
08
／

11
／

28
／

夕
）

　（
26
）
言
葉
は
民
族
の
基
盤
に
あ
る
の
だ
。�

（
08
／

４
／

22
／

朝
）

　（
27
）
小
林
誠
さ
ん
、
益
川
敏
英
さ
ん
は
、
名
古
屋
大
理
学
部
で
坂
田
昌
一
教

授
（
1911
～
70
年
）
と
門
下
生
が
築
い
た
「
坂
田
学
派
」
の
系
譜
に
あ
る
。

�

（
08
／

10
／

８
／

夕
）

抽
象
場
所
型
の
Ｂ
に
用
い
ら
れ
る
名
詞
は
、
こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
「
中
」「
下
」

「
上
」「
外
」「
脇
」「
隣
り
」
な
ど
の
空
間
を
表
す
要
素
が
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
多
い
が
、（
15
）「
構
想
」、（
17
）「
案
」、（
26
）「
基
盤
」、（
27
）「
系

譜
」
の
よ
う
に
抽
象
的
な
名
詞
の
例
も
あ
る
。

　
　
　
　
　		



二
・
三
　
状
況
型

　
位
置
項
Ｂ
が
抽
象
的
な
名
詞
で
あ
る
も
の
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
に
Ｂ
が
Ａ
に

関
す
る
何
ら
か
の
一
時
的
な
状
況
を
表
す
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
「
状
況
型
」
と

呼
ぶ
。

　（
28
）
住
民
投
票
や
情
報
公
開
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
自
治
は
転
換
期
に

あ
る
。�

（
02
／

１
／

28
／

朝
）

　（
29
）
い
ま
街
は
ひ
な
祭
り
を
前
に
１
年
で
最
も
忙
し
い
時
期
に
あ
る
。

�

（
01
／

２
／

１
／

夕
）

　（
30
）
ソ
連
は
い
ま
崩
壊
の
過
程
に
あ
る
。�

（
91
／

４
／

19
／

朝
）

　（
31
）
企
業
の
海
外
生
産
は
さ
ら
に
拡
大
の
方
向
に
あ
る
。�

（
96
／

５
／

14
／

朝
）

　（
32
）
だ
が
、
靴
は
汚
れ
る
運
命
に
あ
る
。�

（
99
／

11
／

８
／

朝
）

　（
33
）
共
和
党
は
恒
久
減
税
を
通
じ
た
景
気
活
性
化
を
主
張
す
る
傾
向
に
あ
る
。

�

（
09
／

２
／

１
／

朝
）

　（
34
）
琵
琶
湖
の
水
位
は
依
然
低
い
状
態
に
あ
る
。�

（
94
／

９
／

20
／

朝
）

　（
35
）
民
主
党
は
大
き
な
ピ
ン
チ
に
あ
る
。�

（
10
／

６
／

４
／

夕
）

　（
36
）
ま
だ
余
震
活
動
は
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。�

（
11
／

３
／

25
／

朝
）

　（
37
）
日
本
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
は
今
や
世
界
ク
ラ
ス
に
あ
る
。�（
11
／

５
／

22
／

朝
）

（
28
）
～
（
30
）
は
そ
の
変
化
の
中
の
あ
る
局
面
を
示
し
、（
31
）
～
（
33
）
は
そ
の

変
化
・
動
作
の
方
向
や
趨
勢
を
示
し
、（
34
）
～
（
37
）
は
そ
の
状
態
や
動
き
の
程

度
・
段
階
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
Ａ
の
一
時
的
な
状
況
を
Ｂ
で
表
す
関
係

に
あ
る
の
で
「
状
況
型
」
と
呼
ぶ
。
但
し
、（
32
）（
33
）
は
「
靴
」「
共
和
党
」

に
つ
い
て
「
汚
れ
る
」「
景
気
活
性
化
を
主
張
す
る
」
と
い
う
一
時
的
な
状
況
を

「
運
命
」「
傾
向
」
と
い
う
属
性
と
し
て
持
つ
と
い
う
関
係
を
表
す
点
で
他
と
異
な

る
が
、
状
況
を
表
す
面
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
こ
こ
に
含
め（

注
４
）

る
。

　（
28
）
～
（
37
）
が
抽
象
的
な
場
所
表
現
と
し
て
成
り
立
つ
の
は
、
あ
る
部
分
を

切
り
取
る
表
現
だ
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
「
と
こ
ろ
」
と
い

う
名
詞
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ
が
抽
象
化
し
た
「
テ
キ
ス
ト
の
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
を
質
問
す
る
」
の
よ
う
な
表
現
は
、「
テ
キ
ス
ト
」
の
中
で
「
わ
か
ら
な
い
」
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部
分
を
取
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
（
田
窪
一
九
八
四
＝
二
〇
一

〇

：

122
）。
そ
れ
と
同
様
に
、（
28
）
以
下
の
所
在
文
も
部
分
を
切
り
出
し
た
表
現

で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。（
28
）
～
（
30
）
は
時
間
的
な
流
れ
の
中
の
一
部
で
あ
り
、

（
31
）
～
（
33
）
は
様
々
な
可
能
性
の
あ
る
「
方
向
・
傾
向
・
運
命
」
の
中
で
他
で

は
な
く
そ
の
「
方
向
・
傾
向
・
運
命
」
で
あ
り
、（
34
）
～
（
37
）
は
程
度
・
段
階

の
ス
ケ
ー
ル
の
中
の
一
つ
と
い
う
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
・
四
　
周
辺
要
素
型

　
次
の
よ
う
に
Ｂ
が
副
詞
的
な
要
素
で
あ
る
タ
イ
プ
も
あ
る
。

　（
38
）
全
国
に
信
金
は
282
、
信
組
は
164
あ
る
。（
量
）�

（
08
／

１
／

31
／

朝
）

　（
39
）
選
挙
人
名
簿
は
当
時
、
Ａ
４
判
用
紙
約
600
枚
分
も
あ
り
、
事
務
が
滞
る

こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、（
量
）�

（
02
／

９
／

４
／

夕
）

　（
40
）
定
年
後
の
人
生
は
20
～
30
年
あ
る
。（
時
間
量
）�

（
08
／

10
／

12
／

朝
）

　（
41
）
地
下
は
100
階
ま
で
あ
る
と
い
う
。（
範
囲
）�
（
98
／

８
／

22
／

夕
）

　（
42
）
軍
は
国
民
と
と
も
に
あ
る
と
表
明
し
て
中
立
を
保
っ
た
。（
共
同
者
）

�

（
08
／

９
／

４
／

朝
）

　（
43
）「
ア
ー
ト
は
心
の
た
め
に
あ
る
」
展
：
Ｕ
Ｂ
Ｓ
所
蔵
作
品
を
展
示
─
東

京
・
森
美
術
館
（
目
的
）�

（
08
／

２
／

18
／

夕
）

　（
44
）「
信
号
は
な
ぜ
あ
る
の
か
　
信
号
が
な
い
と
交
通
事
故
に
あ
う
か
ら
」。

�

（
理
由
）（
08
／

４
／

11
／

夕
）

そ
れ
ぞ
れ
破
傍
線
部
は
括
弧
内
に
示
し
た
意
味
を
表
す
。
こ
れ
ら
の
Ｂ
は
文
事

態
の
周
辺
的
な
要
素
な
の
で
、「
周
辺
要
素
型
」
と
呼
ぶ
。「
量
、
時
間
量
、
範

囲
」
と
い
う
量
的
な
あ
り
よ
う
を
表
す
も
の
、
あ
る
い
は
「
共
同
者
」、
あ
る
い

は
「
目
的
、
理
由
」
と
い
う
よ
う
に
、
意
味
的
に
は
か
な
り
雑
多
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
存
在

文
を
想
定
し
て
み
る
と
、
位
置
項
が
任
意
要
素
に
し
か
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
共

通
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
三
・
三
節
で
見
る
。

二
・
五
　
上
位
型

　
二
・
四
節
ま
で
に
見
た
所
在
文
は
、
位
置
項
Ｂ
が
「
場
所
」
や
「
時
間
」、「
抽

象
的
な
場
所
」
や
「
一
時
的
な
状
況
」、
お
よ
び
、
周
辺
的
要
素
の
種
々
の
も
の

と
い
う
も
の
で
、
Ｂ
の
名
詞
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
的
な
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
一
方
、
こ
の
二
・
五
節
～
二
・
七
節
の
タ
イ
プ
は
、
存
在
物
項
Ａ
と
の
関
係

に
お
い
て
位
置
項
Ｂ
が
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
小
節
の
「
上
位
型
」
と
い
う
の
は
、
Ａ
が
Ｂ
の
部
分
集
合
（
あ
る
い
は
要

素
）
を
な
す
関
係
、
つ
ま
り
、
Ｂ
が
Ａ
の
概
念
上
の
上
位
に
属
す
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　（
45
）
米
国
は
、
人
種
の
る
つ
ぼ
で
、
昔
か
ら
い
る
人
と
新
し
く
来
た
人
の
衝

突
は
社
会
現
象
と
し
て
あ
る
。�

（
92
／

３
／

２
／

朝
）

　（
46
）
し
か
し
今
日
、
水
資
源
の
確
保
は
世
界
的
な
難
題
と
し
て
あ
る
。

�

（
98
／

５
／

30
／

朝
）

　（
47
）
戦
後
、
家
庭
科
は
従
来
の
家
事･

裁
縫
教
育
で
は
な
く
、
男
女
一
緒
に

学
ぶ
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。�

（
97
／

５
／

16
／

朝
）

こ
れ
ら
は
、「
社
会
現
象
」
の
一
つ
と
し
て
「
昔
か
ら
い
る
人
と
新
し
く
来
た
人

の
衝
突
」
が
、「
世
界
的
な
難
題
」
の
一
つ
と
し
て
「
水
資
源
の
確
保
」
が
、「
男

女
一
緒
に
学
ぶ
も
の
」
の
一
つ
と
し
て
「
家
庭
科
」
が
存
在
す
る
と
い
う
関
係
を

形
成
し
て
い
る
。

　
上
位
型
の
所
在
文
は
、「
Ａ
は
Ｂ
と
し
て
あ
る
」
と
ト
シ
テ
格
を
取
る
の
が
特
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徴
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
対
応
す
る
上
位
型
の
存
在
文
は
、「
Ｂ
に
は
／

と

し
て
は
Ａ
が
あ
る
」
と
い
う
形
で
、
ニ
格
も
用
い
ら
れ
る
。
所
在
文
の
場
合
に
ニ

格
が
用
い
ら
れ
な
い
理
由
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
・
六
　
関
係
基
体
型

　
次
の
Ａ
は
何
ら
か
の
関
係
を
担
う
名
詞
で
、
単
独
で
は
意
味
的
に
自
立
せ
ず
、

そ
の
関
係
が
Ｂ
で
補
充
さ
れ
て
い
る
。

　（
48
）
や
は
り
英
国
建
築
の
お
も
し
ろ
さ
は
伝
統
建
築
に
あ
る
。

�

（
98
／

８
／

14
／

夕
）

　（
49
）
常
電
導
の
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
は
中
国
・
上
海
な
ど
で
実
用
化
さ
れ

て
い
る
が
、
技
術
的
優
位
性
は
超
電
導
に
あ
る
よ
う
だ
。

�

（
10
／

10
／

28
／

夕
）

　（
50
）
チ
ベ
ッ
ト
の
民
族
文
化
の
独
自
性
は
宗
教
に
あ
る
。�

（
10
／

２
／

21
／

朝
）

「
お
も
し
ろ
さ
」「
技
術
的
優
位
性
」「
独
自
性
」
と
い
う
の
は
何
か
の
事
物
に
伴

う
評
価
や
性
質
で
あ
る
。
そ
の
関
係
は
、（
48
）
で
言
え
ば
、「（
英
国
建
築
に
お

け
る
）
伝
統
建
築
の
お
も
し
ろ
さ
」
な
ど
の
よ
う
に
連
体
修
飾
構
造
で
も
表
し
得

る
が
、「（
英
国
建
築
の
中
で
）
伝
統
建
築
に
は
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
」
の
よ
う
に

存
在
文
で
も
表
し
得
、
そ
し
て
、
上
記
の
よ
う
に
所
在
文
で
も
表
し
得
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
Ａ
が
関
係
を
表
し
、
Ｂ
が
そ
の
関
係
の
基
体
を
表
す
タ
イ
プ
を

「
関
係
基
体
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
タ
イ
プ
で
は
、
Ｂ
が
人
や
組
織
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

　（
51
）
薬
害
の
一
義
的
な
責
任
は
製
薬
会
社
に
あ
る
。�

（
08
／

９
／

29
／

朝
）

　（
52
）
ま
さ
に
、
勢
い
は
ダ
イ
エ
ー
に
あ
る
。�

（
98
／

９
／

17
／

朝
）

　（
53
）〝
メ
ー
ク
ミ
ラ
ク
ル
〟
を
語
る
資
格
は
、
そ
の
後
も
５
勝
10
敗
と
千
鳥
足

の
巨
人
よ
り
横
浜
に
あ
る
。�

（
97
／

７
／

17
／

朝
）

　（
54
）
決
定
の
役
割
は
ト
ッ
プ
に
あ
る
。�

（
08
／

11
／

９
／

朝
）

　（
55
）
勝
利
は
、
必
ず
ド
ミ
ト
リ
ー
（D

m
itrij

）・
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ビ
チ
に
あ

る
。�

（
96
／

８
／

７
／

夕
）

「
責
任
」
は
必
ず
誰
か
の
「
責
任
」
で
あ
り
、「
勢
い
」
も
誰
か
の
「
勢
い
」
で
あ

る
な
ど
と
い
う
よ
う
に
Ａ
が
関
係
を
担
い
、
Ｂ
が
そ
の
基
体
と
い
う
の
は
同
じ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
所
有
関
係
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る（

注
５
）

が
、
本
稿
は
Ｂ
に
ど

の
よ
う
な
名
詞
が
用
い
ら
れ
る
か
、
Ｂ
が
Ａ
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と

い
う
観
点
で
命
名
し
て
お
り
、
そ
れ
を
明
示
的
に
す
る
た
め
に
、
熟
さ
な
い
が
、

「
関
係
基
体
」
と
い
う
呼
び
名
に
す
る
。
な
お
、
こ
の
タ
イ
プ
に
は
、
カ
ラ
格
を

取
る
例
も
あ
る
。

　（
56
）
寄
付
の
依
頼
は
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
会
』
の
事
務
局
か
ら
あ
っ
た
。

�

（
94
／

６
／

２
／

朝
）

二
・
七
　
内
容
型

　
関
係
名
詞
Ａ
を
補
充
す
る
タ
イ
プ
の
所
在
文
に
は
、
Ａ
の
表
す
事
物
に
対
し
て

Ｂ
が
そ
の
内
容
を
表
す
と
い
う
関
係
に
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　（
57
）
問
題
が
起
き
た
原
因
は
、
プ
ロ
野
球
界
の
「
商
慣
習
」
に
あ
る
。

�

（
08
／

２
／

22
／

朝
）

　（
58
）
爆
竹
の
由
来
は
新
年
の
邪
気
払
い
に
あ
っ
た
と
い
う
。�（
93
／

12
／

17
／

夕
）

　（
59
）
克
服
の
契
機
は
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
作
の
「
サ
ロ
メ
」
に
あ
っ
た
。

�

（
07
／

１
／

17
／

朝
）

　（
60
）
ど
う
す
れ
ば
、
あ
の
カ
モ
シ
カ
の
よ
う
な
足
を
作
れ
る
の
か
。
答
え
は
、

正
し
い
ぶ
つ
か
り
げ
い
こ
に
あ
る
。�

（
98
／

５
／

28
／

朝
）
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　（
61
）
第
二
次
大
戦
以
来
、「
最
も
成
功
し
た
二
国
間
同
盟
の
一
つ
」
と
さ
れ
る

日
米
同
盟
の
目
的
は
「
両
国
民
の
保
護
と
安
全
」
に
あ
る
。

�

（
01
／

９
／

19
／

朝
）

　（
62
）
不
拡
散
の
問
題
を
解
決
す
る
最
も
確
実
な
方
法
は
、
ま
ず
大
量
破
壊
兵

器
の
削
減
、
軍
縮
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。�

（
92
／

７
／

５
／

朝
）

（
57
）
で
言
え
ば
、「
問
題
が
起
き
た
」
こ
と
の
「
原
因
」
の
内
容
が
「
プ
ロ
野
球

界
の
「
商
慣
習
」」
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
は
「
プ
ロ
野
球
界
の
「
商
慣
習
」

と
い
う
原
因
」
の
よ
う
に
内
容
補
充
の
連
体
修
飾
節
構
造
を
形
成
で
き
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
。
こ
の
タ
イ
プ
を
「
内
容
型
」
と
呼
ぶ
。（
57
）
～
（
62
）
は
、
Ａ
の

主
名
詞
が
修
飾
部
分
と
の
間
に
相
対
補
充
修
飾
の
関
係
に
あ
り
、「
原
因
」「
由

来
」「
秘
密
」
「
契
機
」「
答
え
」
と
い
う
因
果
関
係
や
「
目
的
」「
方
法
」
と
い
う

目
的
関
係
を
成
し
て
い
る
。
内
容
型
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
主
名
詞
が
修
飾
部
分

の
性
質
や
評
価
（（
63
）
～
（
66
））、
思
考
や
感
情
（（
67
）
～
（
69
））
な
ど
を
表

す
も
の
も
あ
る
。

　（
63
）
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
才
能
は
速
さ
だ
け
で
な
く
、
適
応
力
の
高
さ
に
も
あ

る
。�

（
05
／

４
／

８
／

朝
）

　（
64
）
一
向
衆
の
強
さ
は
、
ビ
シ
ッ
と
し
た
組
織
力
に
あ
っ
た
。

�

（
00
／

８
／

20
／

朝
）

　（
65
）（
将
棋
で
）
穴
熊
の
利
点
は
、
相
当
な
無
理
も
利
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
　

�

（
98
／

９
／

17
／

朝
）

　（
66
）
私
た
ち
の
社
会
の
不
幸
は
そ
こ
に
あ
る
。�

（
95
／

４
／

24
／

朝
）

　（
67
）
形
勢
我
に
利
あ
ら
ず
と
見
た
丸
山
八
段
の
狙
い
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
。

�

（
00
／

６
／

１
／

朝
）

　（
68
）
国
土
の
荒
廃
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
以
上
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
苦
労
は
選
挙

監
視
よ
り
も
、
む
し
ろ
衣
食
住
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。�

（
92
／

10
／

８
／

朝
）

　（
69
）
懸
念
は
イ
ン
フ
レ
に
あ
る
。�

（
02
／

４
／

22
／

朝
）

　
Ａ
の
名
詞
に
よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
に
内
容
型
と
関
係
基
体
型
の
両
方
が
可
能

な
も
の
も
あ
る
。

　（
70
）
航
空
機
の
優
位
性
は
時
間
に
あ
る
。（
内
容
型
）

　（
71
）
時
間
的
な
優
位
性
は
航
空
機
に
あ
る
。（
関
係
基
体
型
）

　（
72
）
こ
の
絵
の
独
自
性
は
構
図
の
取
り
方
に
あ
る
。（
内
容
型
）

　（
73
）
構
図
の
取
り
方
と
い
う
点
で
の
独
自
性
は
こ
の
絵
に
あ
る
。

�

（
関
係
基
体
型
）

「
航
空
機
の
、
時
間
と
い
う
優
位
性
」「
こ
の
絵
の
、
構
図
の
取
り
方
と
い
う
独
自

性
」
と
い
う
関
係
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
要
素
が
焦
点
に
来
る
か
に
よ
っ
て
内
容
型

か
関
係
基
体
型
に
な
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。

　
な
お
、
内
容
型
や
関
係
基
体
型
の
例
は
、
抽
象
場
所
型
と
相
乗
り
に
な
り
得
る
。

例
え
ば
（
50
）
や
（
64
）
の
例
の
Ｂ
に
「
の
中
」
を
付
加
し
た
も
の
は
抽
象
場
所

型
と
し
て
も
理
解
で
き
る
。

　（
50
）
チ
ベ
ッ
ト
の
民
族
文
化
の
独
自
性
は
宗
教
の
中
に
あ
る
。

�

（
関
係
基
体
型
か
つ
抽
象
場
所
型
）

　（
64
）
一
向
衆
の
強
さ
は
、
ビ
シ
ッ
と
し
た
組
織
力
の
中
に
あ
っ
た
。

�

（
内
容
型
か
つ
抽
象
場
所
型
）

三
　
存
在
文
と
の
対
応
関
係

三
・
一
　
対
応
の
可
否

　
場
所
型
の
所
在
文
「
Ａ
は
Ｂ
に
あ
る
」
と
存
在
文
「
Ｂ
に（
は
）Ａ
が
あ
る
」
と

は
対
応
し
、（
１
）「
時
計
は
机
の
上
に
あ
る
」
を
（
２
）「
机
の
上
に（
は
）
時
計

′′



7 　所在文の広がり ─ 存在文との対応 ─

が
あ
る
」
に
容
易
に
置
換
で
き
る
。
し
か
し
、
所
在
文
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
よ
う
な
対
応
関
係
が
成
り
立
た
な
か
っ
た
り
、
対
応
関
係
が
異
な
っ
て
い
た
り

す
る
。
以
下
、
そ
の
対
応
関
係
の
あ
り
よ
う
を
見
て
い
く
。

　
な
お
、
こ
こ
で
、「
対
応
す
る
・
し
な
い
」「
置
換
で
き
る
・
で
き
な
い
」
と
い

う
の
は
、「
Ａ
は
Ｂ
に
あ
る
」
の
名
詞
句
Ａ
と
Ｂ
を
用
い
て
焦
点
の
位
置
を
入
れ

換
え
「
Ｂ
に
は
Ａ
が
あ
る
」
と
い
う
文
が
形
成
で
き
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
文
が
用
い
ら
れ
る
文
脈
は
考
慮
し
て
い
な
い
。
当
然

な
が
ら
、
次
の
文
脈
の
下
で
は
存
在
文
は
不
自
然
で
あ
る
。

　（
74
）ａ 

時
計
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
─
─
時
計
は
机
の
上
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

時
計
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
─
─*
机
の
上
に
は
時
計
が
あ
る
。

ま
た
次
も
当
然
な
が
ら
、
前
提
の
位
置
に
は
不
定
の
名
詞
が
用
い
ら
れ
な
い
。

　（
75
）ａ 

時
計
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
ｂ*

ど
こ
に
は
時
計
が
あ
り
ま
す
か
。

「
対
応
す
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
わ
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

三
・
二
　
関
心
の
あ
り
よ
う

　
場
所
型
と
同
様
、
時
間
型
は
対
応
が
容
易
で
あ
る
。

　（
76
）ａ 

金
曜
日
に
は
連
絡
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

連
絡
は
金
曜
日
に
あ
る
。
　

　
一
方
、
抽
象
場
所
型
、
上
位
型
、
関
係
基
体
型
は
、
対
応
す
る
場
合
と
所
在
文

の
方
が
成
り
立
た
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
次
は
、
所
在
文
も
存
在
文
も
と
も
に
成

り
立
つ
例
。

　（
77
）ａ 

憲
法
の
規
定
に
は
表
現
の
自
由
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

表
現
の
自
由
は
憲
法
の
規
定
に
あ
る
。�

（
抽
象
場
所
型
）

　（
78
）ａ 

春
の
行
事｛
に
は
／
と
し
て
は
｝遠
足
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

遠
足
は
春
の
行
事
と
し
て
あ
る
。�

（
上
位
型
）

　（
79
）ａ 

こ
の
作
品
に
は
独
創
性
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

独
創
性
は
こ
の
作
品
に
あ
る
。�

（
関
係
基
体
型
）

　（
80
）ａ 

彼
に
は
問
題
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

問
題
は
彼
に
あ
る
。�

（
関
係
基
体
型
）

こ
れ
に
対
し
て
、
次
は
所
在
文
が
不
自
然
に
な
る
例
で
あ
る
。

　（
81
）ａ
　

私
の
記
憶
に
は
そ
う
い
う
光
景
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

そ
う
い
う
光
景
は
私
の
記
憶
に
あ
る
。�

（
抽
象
場
所
型
）

　（
82
）ａ

　

事
件
の
背
景
に
は
貧
困
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

貧
困
は
事
件
の
背
景
に
あ
る
。�

（
抽
象
場
所
型
）

　（
83
）ａ
　

外
国
暮
ら
し
の
苦
労
と
し
て
日
々
の
食
事
が
あ
っ
た
。

　
　
　
ｂ*

日
々
の
食
事
は
外
国
暮
ら
し
の
苦
労
と
し
て
あ
っ
た
。	

（
上
位
型
）

　（
84
）ａ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
課
題
と
し
て
交
通
網
の
整
備
が
あ
っ
た
。

　
　
　
ｂ*

交
通
網
の
整
備
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
課
題
と
し
て
あ
っ
た
。

�

（
上
位
型
）

　（
85
）ａ 

彼
に
は
特
技
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

特
技
は
彼
に
あ
る
。�

（
関
係
基
体
型
）

　（
86
）ａ 

こ
の
作
品
に
は
深
い
悲
し
み
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

深
い
悲
し
み
は
こ
の
作
品
に
あ
る
。�

（
関
係
基
体
型
）

　（
77
）
～
（
80
）
と
（
81
）
～
（
86
）
の
相
違
は
、
ガ
格
項
Ａ
が
ニ
格
項
Ｂ
に
対

す
る
前
提
と
し
て
立
ち
や
す
い
か
否
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
Ａ
か
ら
ど
の
よ
う

な
Ｂ
が
存
在
す
る
か
と
い
う
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

（
83
）
で
言
え
ば
、
ａ
の
よ
う
に
「
外
国
暮
ら
し
の
苦
労
」
と
し
て
ど
う
い
う
こ
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と
が
あ
る
か
と
い
う
関
心
は
喚
起
さ
れ
や
す
い
が
、
ｂ
の
よ
う
に
「
日
々
の
食

事
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
外
国
暮
ら
し
の
苦
労
」
と
し
て
あ
る
の
か
他
の
何
か

と
し
て
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
普
通
は
な
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
例
え
ば
（
77
）
に
お
い
て
、
ａ
の
よ
う
に
「
憲
法
の
規
定
」
に
ど
ん
な

こ
と
が
あ
る
の
か
と
い
う
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
も
、
ｂ
の
よ
う
に
「
表
現
の

自
由
」
が
ど
う
い
う
所
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
関
心
が
喚
起
さ
れ
る
こ

と
も
、
ど
ち
ら
も
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、
存
在
文
も
所
在
文
も
成
り
立
つ
の
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
関
心
を
抱
き
や
す
い
か
否
か
と
い
う
こ
と
は
相
対
的
な
こ
と
で
、

文
脈
や
場
面
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
次
の
（
87
）
は
所
在
文
が
成
り

立
ち
に
く
い
が
、（
88
）
の
よ
う
に
Ｂ
の
指
定
性
が
強
け
れ
ば
適
格
性
が
高
く
な

る
。

　（
87
）ａ 

花
子
に
は
孫
が
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

そ
の
孫
は
花
子
に
あ
る
。

　（
88
）
孫
は
、
上
の
息
子
に
は
な
く
、
下
の
息
子
の
方
に
あ
る
。

�

（
関
係
基
体
型
）

（
81
）
～
（
86
）
の
例
の
中
で
も
、
次
の
よ
う
に
適
格
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　（
83
）ｂ 

日
々
の
食
事
は
外
国
暮
ら
し
の
苦
労
の
一
つ
と
し
て
あ
っ
た
。

　（
86
）ｂ 

深
い
悲
し
み
は
こ
の
作
品
に
こ
そ
あ
る
。

（
83
）ｂ
は
、（
83
）ｂ
と
は
異
な
り
、
種
々
の
「
苦
労
」
の
中
の
「
一
つ
」
と
い
う

指
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
場
所
型
と
時
間
型
に
お
い
て
対
応
が
容
易
な
の
は
、
場
所
や
時
間
は
存

在
す
る
事
柄
の
内
容
か
ら
独
立
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
場
所
や
時
間
に
お
い
て
ど

う
い
う
事
柄
が
存
在
す
る
か
と
い
う
関
心
も
、
そ
の
事
柄
が
ど
こ
に
い
つ
存
在
す

′′
′

る
か
と
い
う
関
心
も
、
ど
ち
ら
も
自
然
に
成
り
立
つ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
小
節
以
降
は
、
周
辺
要
素
型
、
内
容
型
、
状
況
型
の
対
応
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ

見
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
異
な
る
。

三
・
三
　
周
辺
要
素
型
に
お
け
る
対
応

　
周
辺
要
素
型
の
場
合
は
、
所
在
文
は
存
在
文
に
置
き
換
え
得
る
が
、
Ｂ
が
任
意

要
素
に
な
る
。

　（
89
）ａ 

公
演
は
20
日
間
あ
る
。

　
　
　
ｂ
　

20
日
間
公
演
が
あ
る
。

　（
90
）ａ 

未
練
は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
。

　
　
　
ｂ 

た
っ
ぷ
り
未
練
が
あ
っ
た
。

　（
91
）ａ 

住
宅
補
助
制
度
は
低
所
得
者
の
た
め
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

低
所
得
者
の
た
め
に
住
宅
補
助
制
度
が
あ
る
。

Ｂ
が
任
意
要
素
で
あ
る
と
言
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
ｂ
の
存
在
文
が
単
独
で
は
落
ち

着
き
が
悪
く
、

　（
89
）ｂ 

こ
の
町
で
は
、
20
日
間
公
演
が
あ
る
。

　（
90
）ｂ 

私
に
は
、
た
っ
ぷ
り
未
練
が
あ
っ
た
。

　（
91
）ｂ 

こ
の
県
で
は
、
低
所
得
者
の
た
め
に
住
宅
補
助
制
度
が
あ
る
。

の
よ
う
に
何
ら
か
の
前
提
要
素
（（
89
）
ｂ
（
91
）
ｂ
で
は
場
所
、（
90
）
ｂ
で
は
関

係
の
基
体
）
を
加
え
る
と
落
ち
着
き
が
良
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
周
辺
要
素

型
の
所
在
文
「
Ａ
は
Ｂ
φ
あ
る
」
に
対
し
て
は
、「
Ｂ
φ
Ａ
が
あ
る
」
で
は
必
須

要
素
が
揃
わ
ず
、
む
し
ろ
存
在
文
「
Ｃ
に
は
／
で
は
、
Ａ
Ｂ
φ
が
あ
る
」
が
対
応

す
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
89
）
ｂ
（
91
）
ｂ
は
場
所
型
の
存
在
文
に
属

し
、（
90
）ｂ
は
関
係
基
体
型
の
存
在
文
に
属
す
る
。
つ
ま
り
、
上
の
よ
う
な
言
い

′′′

′

′

′

′

′

′
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換
え
は
で
き
る
も
の
の
、
周
辺
型
の
存
在
文
と
い
う
タ
イ
プ
は
存
在
せ
ず
、
そ
の

点
で
、
対
応
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な（

注
６
）

る
。

　
な
お
、
二
節
に
お
い
て
、
同
じ
時
間
的
な
要
素
の
中
で
、（
８
）
～
（
12
）
を
時

間
型
と
し
、（
40
）
を
周
辺
要
素
型
と
し
て
区
別
し
た
の
も
同
様
の
こ
と
で
、
対

応
す
る
存
在
文
に
お
い
て
、
前
者
は
必
須
性
が
あ
り
、
後
者
に
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
類
例
を
挙
げ
れ
ば
、

　（
92
）ａ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
あ
す
か
ら
あ
り
ま
す
。

　
　
　
ｂ 

あ
す
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

　（
93
）ａ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
２
週
間
あ
り
ま
す
。

　
　
　
ｂ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
２
週
間
あ
り
ま
す
。

時
間
型
所
在
文
（
92
）
ａ
に
対
応
す
る
時
間
型
存
在
文
ｂ
は
単
独
で
自
然
だ
が
、

周
辺
要
素
型
所
在
文
（
93
）
ａ
に
対
応
す
る
ｂ
は
「
８
月
は
」
の
よ
う
な
要
素
を

補
わ
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
（
つ
ま
り
、（
93
）ｂ
は
時
間
型
存
在
文
に
属
す
る

（
注
７
））。

三
・
四
　
内
容
型
に
お
け
る
対
応

　
内
容
型
の
所
在
文
「
Ａ
は
Ｂ
に
あ
る
」
は
、
対
応
す
る
存
在
文
「
Ｂ
に
は
Ａ
が

あ
る
」
が
成
り
立
た
な
い
。

　（
94
）ａ 

事
故
の
原
因
は
過
積
載
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

過
積
載
に
は
事
故
の
原
因
が
あ（

注
８
）

る
。

一
方
で
、
こ
の
内
容
型
の
所
在
文
は
、「
Ａ｛
に
は
／
と
し
て
は
｝
Ｂ
が
あ
る
」
と

い
う
存
在
文
と
対
応
す
る
。

　（
94
）ｃ 

事
故
の
原
因｛
に
は
／
と
し
て
は
｝過
積
載
が
あ
る
。

二
・
七
節
の
例
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
置
き
換
え
た
例
を
示
す
。

　（
58
）
爆
竹
の
由
来｛
に
は
／
と
し
て
は
｝
新
年
の
邪
気
払
い（
と
い
う
こ
と
）
が

′

あ
る
。

　（
63
）
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
才
能｛
に
は
／
と
し
て
は
｝
速
さ
だ
け
で
な
く
、
適
応

力
の
高
さ
も
あ
る
。

　（
64
）
一
向
衆
の
強
さ｛
に
は
／
と
し
て
は
｝、
ビ
シ
ッ
と
し
た
組
織
力（
と
い
う

も
の
）が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
「
Ａ｛
に
は
／
と
し
て
は
｝
Ｂ
が
あ
る
」
と
い
う
存
在
文
は
、（
78
）
ａ

「
春
の
行
事
に
は
遠
足
が
あ
る
。」
と
同
じ
で
、
上
位
型
の
存
在
文
で
あ
る
。（
78
）

が
「
遠
足
と
い
う
春
の
行
事
」
と
言
え
る
の
と
同
様
、「
過
積
載
と
い
う
事
故
の

原
因
」「
信
念
の
邪
気
払
い
と
い
う
爆
竹
の
由
来
」
な
ど
の
よ
う
に
下
位
と
上
位

の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き（

注
９
）

る
。

　
三
・
二
節
の
よ
う
に
、
上
位
型
の
存
在
文
は
、
関
心
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
、

上
位
型
の
所
在
文
と
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た
。

　（
94
）
ｄ 

過
積
載
は
事
故
の
原
因
と
し
て
あ
る
。
単
な
る
誘
因
と
し
て
あ
る
の

で
は
な
い
。

　
上
位
型
と
内
容
型
の
関
係
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　（
95
）ａ 

内
容
型
所
在
文
「
上
位
項
Ａ
は
下
位
項
Ｂ
に
あ
る
。」　

　
　
　 

　
　  

将
来
の
懸
念
は
イ
ン
フ
レ
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ
×
内
容
型
存
在
文
「*

下
位
項
Ｂ
に
は
上
位
項
Ａ
が
あ
る
。」

　
　
　
　
　
　*

イ
ン
フ
レ
に
は
将
来
の
懸
念
が
あ
る
。

　
　
　
ｃ 

上
位
型
存
在
文
「
上
位
項
Ｂ｛
に
は
／
と
し
て
は
｝下
位
項
Ａ
が
あ
る
。」

　
　
　 
　
　
　
将
来
の
懸
念｛
に
は
／
と
し
て
は
｝
イ
ン
フ
レ
が
あ
っ
た
。

　
　
　
ｄ 
上
位
型
所
在
文
「
下
位
項
Ａ
は
上
位
項
Ｂ
と
し
て
あ
る
。」　

　
　
　 

　
　
　
イ
ン
フ
レ
は
将
来
の
懸
念
と
し
て
あ
る
。

ｄ
→
ｃ
、
つ
ま
り
、
上
位
型
所
在
文
の
焦
点
の
位
置
を
入
れ
換
え
る
と
上
位
型
存

′′
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在
文
に
な
り
、
ま
た
、
ａ
→
ｃ
、
つ
ま
り
、
内
容
型
所
在
文
の
ガ
格
と
ニ
格
を
入

れ
換
え
る
と
上
位
型
存
在
文
に
な
る
。
こ
こ
で
、
内
容
型
の
場
合
は
、
ａ
の
所
在

文
が
成
り
立
っ
て
ｂ
の
存
在
文
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。

　
他
の
型
を
参
照
す
る
と
、

　（
96
）ａ 

教
会
は
丘
の
上
に
あ
る
。
　（
場
所
型
所
在
文
）

　
　
　
ｂ 

丘
の
上
に
は
教
会
が
あ
る
。（
場
所
型
存
在
文
）

　
　
　
ｃ*

丘
の
上
は
教
会
に
あ
る
。

　
　
　
ｄ*

教
会
に
は
丘
の
上
が
あ
る
。

　（
97
）ａ 

入
学
式
は
４
月
１
日
に
あ
る
。
　（
時
間
型
所
在
文
）

　
　
　
ｂ 

４
月
１
日
に
は
入
学
式
が
あ
る
。（
時
間
型
存
在
文
）

　
　
　
ｃ*

入
学
式
に
は
４
月
１
日
が
あ
る
。

　
　
　
ｄ*

４
月
１
日
は
入
学
式
に
あ
る
。

ａ
と
ｂ
の
よ
う
に
焦
点
の
位
置
の
入
れ
換
え
は
成
り
立
つ
が
、
ａ
ｂ
と
ｃ
ｄ
の
よ

う
に
ガ
格
と
ニ
格
の
入
れ
換
え
は
成
り
立
た
な
い
。「
丘
」
と
「
教
会
」、「
４
月

１
日
」
と
「
入
学
式
」
に
お
い
て
、
後
者
が
存
在
物
項
で
、
前
者
が
そ
の
場
所
や

時
間
と
い
う
位
置
項
に
な
る
と
い
う
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
上
位
型
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
例
え
ば
「
瓶
の
中
に
お
酒
が
あ
る
」
の
よ
う
な

容
器
と
内
容
物
の
関
係
に
類
比
し
て
考
え
れ
ば
、
上
位
項
が
位
置
項
に
相
当
し
、

下
位
項
が
存
在
物
項
に
な
る
の
は
自
然
で
あ
る
（（
95
）
ｃ
ｄ
が
成
り
立
つ
）。
と

す
る
と
、
そ
の
反
対
の
、
下
位
項
が
位
置
項
で
上
位
項
が
存
在
物
項
と
い
う
内
容

型
は
特
異
な
の
で
あ
り
、（
95
）ｂ
の
よ
う
に
成
り
立
た
な
い
の
は
当
然
と
言
え
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
95
）ａ
が
成
り
立
つ
の
は
、
こ
の
ニ
格
項
が
別
の
意
味

で
場
所
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ

は
こ
の
ニ
格
項
に
ガ
格
項
の
部
分
を
指
定
す
る
と
い
う
性
格
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ

う
。
こ
の
文
に
は
、「
将
来
の
懸
念
」
が
可
能
性
と
し
て
い
ろ
い
ろ
想
定
で
き
る

中
で
、
そ
の
文
脈
に
お
け
る
「
将
来
の
懸
念
」
は
他
な
ら
ぬ
「
イ
ン
フ
レ
」
で
あ

る
と
い
う
指
定
的
な
関
係
が
あ
る
。
部
分
を
切
り
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
場
所
的
性

格
が
生
ま
れ
る
の
は
、
二
・
三
節
の
状
況
型
所
在
文
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

状
況
型
の
場
合
は
時
間
や
程
度
な
ど
の
面
で
の
部
分
関
係
、
内
容
型
所
在
文
の
場

合
は
集
合
の
中
で
の
部
分
関
係
と
い
う
相
違
は
あ
る
が
、
所
在
文
が
成
り
立
つ
契

機
と
し
て
、
共
通
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
・
五
　
関
係
基
体
兼
内
容
型

　
所
在
文
「
Ａ
は
Ｂ
に
あ
る
」
に
対
応
す
る
文
と
し
て
、
存
在
文
「
Ｂ
に
は
Ａ
が

あ
る
」（
焦
点
位
置
の
入
れ
替
え
）、
存
在
文
「
Ａ｛
に
は
／
と
し
て
は
｝
Ｂ
が
あ

る
」（
ガ
格
項
と
ニ
格
項
の
入
れ
替
え
、
ト
シ
テ
も
可
）
が
あ
り
、
三
・
四
節
の

よ
う
に
、
内
容
型
の
場
合
は
、
前
者
は
成
り
立
た
ず
、
後
者
が
上
位
型
存
在
文
と

し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
例
を
改
め
て
示
す
。

　（
94
）ａ 

事
故
の
原
因
は
過
積
載
に
あ
る
。
　（
内
容
型
所
在
文
）

　
　
　
ｂ*

過
積
載
に
は
事
故
の
原
因
が
あ
る
。（
×
内
容
型
存
在
文
）

　
　
　
ｃ 

事
故
の
原
因｛
に
は
／
と
し
て
は
｝過
積
載
が
あ
っ
た
。

�

（
上
位
型
存
在
文
）

　（
95
）ａ 

将
来
の
懸
念
は
イ
ン
フ
レ
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

イ
ン
フ
レ
に
は
将
来
の
懸
念
が
あ
る
。

　
　
　
ｃ 
将
来
の
懸
念｛
に
は
／
と
し
て
は
｝イ
ン
フ
レ
が
あ
っ
た
。

　（
98
）ａ 
会
議
の
目
的
は
防
災
方
法
の
再
検
討
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

防
災
方
法
の
再
検
討
に
は
会
議
の
目
的
が
あ
る
。
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ｃ 

会
議
の
目
的｛
に
は
／
と
し
て
は
｝防
災
方
法
の
再
検
討
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
次
は
ｂ
の
例
も
成
り
立
つ
。

　（
99
）ａ 
こ
の
作
品
の
独
自
性
は
奔
放
な
文
体
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

こ
の
奔
放
な
文
体
に
は
こ
の
作
品（
な
ら
で
は
）の
独
自
性
が
あ
る
。

　
　
　
ｃ 

こ
の
作
品
の
独
自
性｛
に
は
／
と
し
て
は
｝奔
放
な
文
体
が
あ
る
。

　（
100
）ａ 

人
の
幸
せ
の
基
盤
は
、
良
い
人
間
関
係
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ 

良
い
人
間
関
係
に
は
、
人
の
幸
せ
の
基
盤
が
あ
る
。

　
　
　
ｃ 

人
の
幸
せ
の
基
盤｛
に
は
／
と
し
て
は
｝、
良
い
人
間
関
係
が
あ
る
。

　（
101
）ａ 

事
件
解
決
の
糸
口
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
あ
っ
た
。

　
　
　
ｂ 

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
は
、
事
件
解
決
の
糸
口
が
あ
っ
た
。

　
　
　
ｃ 

事
件
解
決
の
糸
口｛
に
は
／
と
し
て
は
｝、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
あ
っ
た
。

（
99
）
～
（
101
）
の
ｂ
は
、
ガ
格
項
Ａ
が
関
係
（
性
質
や
原
因
・
根
拠
）
を
担
い
、

ニ
格
項
Ｂ
が
そ
の
基
体
と
し
て
あ
る
と
い
う
関
係
基
体
型
の
存
在
文
で
あ
る
。
ａ

の
所
在
文
が
関
係
基
体
型
ｂ
と
上
位
型
ｃ
の
両
方
の
存
在
文
に
対
応
す
る
と
い
う

の
は
、
Ａ
と
Ｂ
の
関
係
に
お
い
て
、
Ｂ
が
Ａ
の
関
係
の
基
体
で
あ
る
と
い
う
把
握

も
、
Ｂ
が
Ａ
の
内
容
（
Ａ
が
Ｂ
の
上
位
）
で
あ
る
と
い
う
把
握
も
、
ど
ち
ら
も
可

能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
99
）
で
言
え
ば
、「
こ
の
作
品
の
奔
放
な
文
体
」

に
「
こ
の
作
品
の
独
自
性
」
と
い
う
性
質
が
あ
る
と
い
う
捉
え
方
と
、「
こ
の
作

品
の
独
自
性
」
の
内
容
と
し
て
「
こ
の
作
品
の
奔
放
な
文
体
」
が
あ
る
と
い
う
捉

え
方
が
両
立
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、（
99
）
～
（
101
）
の
ａ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、
ｂ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
は
関
係
基
体
型
の
所
在
文
で
あ
り
、
ｃ
に
対

応
す
る
も
の
と
し
て
は
内
容
型
の
所
在
文
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
（「
関

係
基
体
兼
内
容
型
」
所
在
文
と
呼
ぶ
）。
他
方
、（
94
）（
95
）（
98
）
に
お
い
て

は
、
そ
の
よ
う
な
二
つ
の
捉
え
方
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
（
94
）
に
お
い
て
「
過

積
載
」
は
「
事
故
の
原
因
」
の
内
容
で
あ
っ
て
、
関
係
の
基
体
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、（
94
）（
95
）（
98
）
の
ａ
は
ｃ
に
対
応
す
る
内
容
型
所
在
文
と
し
て
の

み
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
・
六
　
状
況
型
に
お
け
る
対
応

　
状
況
型
の
所
在
文
の
存
在
文
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、「
Ａ
は
Ｂ
に
あ
る
」

を
「
Ｂ
に
は
Ａ
が
あ
る
」
と
焦
点
位
置
を
入
れ
替
え
た
存
在
文
の
例
は
、
次
の
よ

う
に
成
り
立
た
な
い
。

　（
102
）ａ 

火
山
活
動
は
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

高
い
レ
ベ
ル
に
は
火
山
活
動
が
あ
る
。

　（
103
）ａ 

日
本
は
長
い
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

長
い
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
に
は
日
本
が
あ
る
。

　（
104
）ａ 

わ
が
社
の
業
績
は
回
復
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ*

回
復
傾
向
に
は
わ
が
社
の
業
績
が
あ
る
。

（
102
）（
103
）（
104
）
は
、
Ａ
「
火
山
活
動
」「
日
本
」「
わ
が
社
の
業
績
」
が
Ｂ

「
高
い
レ
ベ
ル
」「
長
い
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
」「
回
復
傾
向
」
と
い
う
一
時
的
な
状

況
に
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、
こ
の
よ
う
な
一
時
的
な
状
況
に
対
し
て
、
ど
ん
な
事

物
が
そ
の
状
況
に
該
当
す
る
か
を
問
題
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
成
り
立
ち
に
く
い

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

　（
102
）
ｂ
　

何
が
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
火
山
活
動
が
高
い
レ
ベ
ル

に
あ
る
。

　（
103
）ｂ 
他
の
国
で
は
な
く
、
日
本
が
長
い
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
に
あ
る
。

　（
104
）ｂ 

他
の
会
社
で
な
く
、
わ
が
社
の
業
績
が
回
復
傾
向
に
あ
る
。

の
よ
う
に
、「
Ａ
が
Ｂ
に
あ
る
」
と
い
う
語
順
で
「
Ａ
が
」
に
焦
点
が
あ
る
場
合

′′′
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に
は
成
り
立
つ
。
上
に
見
た
場
所
型
、
時
間
型
、
抽
象
場
所
型
、
上
位
型
、
関
係

基
体
型
の
存
在
文
に
お
い
て
は
、「
Ｂ
に
は
Ａ
が
あ
る
」
も
「
Ａ
が
Ｂ
に
あ
る
」

も
ど
ち
ら
も
成
り
立
つ
こ
と
で
あ
り
、
状
況
型
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
制
約
が
存

在
す
る
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

　
他
方
、
状
況
型
所
在
文
「
Ａ
は
Ｂ
に
あ
る
」
の
ニ
格
と
ガ
格
を
入
れ
換
え
た
存

在
文
「
Ａ｛
に
は
／
と
し
て
は
｝Ｂ
が
あ
る
」
は
、
次
の
（
102
）ｃ
～
（
104
）ｃ
の
よ

う
に
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
多
い
。

　（
102
）ｃ*

火
山
活
動
に
は
高
い
レ
ベ
ル
が
あ
る
。

　（
103
）ｃ*

日
本
に
は
長
い
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。

　（
104
）ｃ*

わ
が
社
の
業
績
に
は
回
復
傾
向
が
あ
る
。

し
か
し
、
中
に
は
次
の
よ
う
に
対
応
が
成
り
立
つ
例
も
あ
る
。

　（
105
）ａ 

靴
は
汚
れ
る
運
命
に
あ
る
。（
＝
（
32
））

　
　
　
ｃ 

靴
に
は
汚
れ
る（
と
い
う
）運
命
が
あ
る
。

こ
の
ｃ
は
関
係
基
体
型
存
在
文
に
属
し
、
ガ
格
項
Ｂ
「
汚
れ
る
運
命
」
が
関
係

を
担
い
、
ニ
格
項
Ａ
「
靴
」
が
そ
の
関
係
の
基
体
で
あ
る
。
そ
の
点
で
言
え
ば
、

（
102
）
ｃ
～
（
104
）
ｃ
も
Ｂ
「
高
い
レ
ベ
ル
」「
長
い
不
況
の
ト
ン
ネ
ル
」「
回
復
傾

向
」
が
関
係
を
担
い
、
Ａ
「
村
」「
火
山
活
動
」「
わ
が
社
の
業
績
」
が
そ
の
関
係

の
基
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、（
105
）
ｃ
が
成
り

立
っ
て
（
102
）
ｃ
～
（
104
）
ｃ
が
成
り
立
た
な
い
の
は
、
後
者
は
、
Ｂ
が
連
続
的
な

程
度
量
を
表
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
つ
の
存
在
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
に
く
い
か

ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
前
者
の
Ｂ
「
運
命
」
は
一
つ
の

ま
と
ま
っ
た
存
在
物
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
10
）

四
．
ま
と
め

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
所
在
文
の
諸
タ
イ
プ
の
中
で
、
場
所
型
・
時
間
型
は
事
物
Ａ
が
ど
こ
に
い
つ
存

在
す
る
か
と
い
う
、
Ａ
の
具
体
的
な
場
所
・
時
間
へ
の
位
置
づ
け
を
表
す
も
の
、

抽
象
場
所
型
以
下
は
、
Ａ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
か
、
抽
象
的
な

位
置
づ
け
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
・
五
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
Ｂ
に
よ

る
区
分
も
可
能
で
、
場
所
型
・
時
間
型
・
抽
象
場
所
型
・
状
況
型
は
Ｂ
に
用
い
ら

れ
る
名
詞
が
、
場
所
・
時
間
・
抽
象
場
所
・
一
時
的
な
状
況
と
い
う
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
つ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
上
位
型
・
関
係
基
体
型
・
内
容
型

（
お
よ
び
関
係
基
体
兼
内
容
型
）
は
、
Ａ
と
の
関
係
に
よ
っ
て
Ｂ
が
決
ま
る
。
す

な
わ
ち
、
上
位
型
は
概
念
的
に
Ｂ
が
Ａ
の
上
位
に
あ
り
（
Ａ
が
Ｂ
の
部
分
集
合
ま

た
は
要
素
）、
内
容
型
は
そ
の
逆
で
Ａ
が
Ｂ
の
上
位
に
あ
る
。
ま
た
、
関
係
基
体

型
は
関
係
名
詞
Ａ
と
そ
の
関
係
の
基
体
Ｂ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
所
在
文
を
基
と
し
て
、
対
応
す
る
存
在
文
が
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
観

点
か
ら
の
分
類
・
考
察
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、「
神
は
あ
る
。」
の
よ
う
に
、
存
在

文
は
成
り
立
っ
て
も
所
在
文
に
は
対
応
し
な
い
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
存
在
文
を
基
に
し
た
考
察
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
丹
羽
（
二
〇
一
五
）
で

述
べ
た
。

　
ま
た
、
所
在
文
が
こ
の
表
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
と
し
て
、
で
は
、
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
範
囲
で
成
り
立
つ
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
述
べ
る
用
意
は

な
い
。
お
そ
ら
く
、
所
在
文
の
み
で
決
ま
る
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
構
文
と
の
分

担
や
競
合
と
い
う
こ
と
も
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
抽
象
的
な
所
在
文
は
事
物
が
ど

の
よ
う
に
し
て
存
在
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
表
す
と
述
べ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
存

（
注
11
）
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在
様
態
は
コ
ピ
ュ
ラ
文
で
も
表
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
原
因
は
過
積

載
に
あ
る
。」
と
い
う
内
容
型
所
在
文
は
、「
原
因
は
過
積
載
で
あ
る
。」
と
い
う

形
で
も
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
所
在
文
あ
る
い
は
存
在
文
と
コ
ピ
ュ
ラ
文
と
の
関

係
は
、
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
注
〉

（
注
１
）　
所
在
文
で
ニ
格
が
前
置
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

　［
１
］（
ど
こ
に
時
計
が
あ
る
か
と
い
う
と
）
机
の
上
に
時
計
が
あ
る
。

一
方
、
存
在
文
に
は
、
述
語
の
「
あ
る
／
な
い
」
に
焦
点
が
あ
る
も
の
も
あ

る
。

　［
２
］
机
の
上
に
時
計
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
存
在
表
現
の
中
で
（
１
）
や
［
１
］
の
よ
う
な
ニ
格
項
に
焦
点
が

あ
る
タ
イ
プ
の
も
の
を
「
所
在
文
」、（
２
）
の
よ
う
な
ガ
格
項
ま
た
は
文
全

体
、
お
よ
び
、［
２
］
の
よ
う
な
述
語
に
焦
点
が
あ
る
も
の
を
「
存
在
文
」
と

す
る
。

　
先
行
研
究
に
お
い
て
、「
存
在
」「
所
在
」
と
い
う
用
語
の
使
い
方
は
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
（
注
２
）
の
西
山
論
文
は
、
存
在
表
現
全
体
を
「
存

在
文
」
と
呼
び
、
そ
の
下
位
分
類
の
一
つ
と
し
て
「
Ａ
は
Ｂ
に
あ
る
」
タ
イ

プ
の
も
の
を
「
所
在
文
」
と
呼
ぶ
。
日
本
語
記
述
文
法
研
究
会
（
二
〇
〇

九

：

172
─

175
）
は
、
全
体
を
「
所
在
構
文
」
と
呼
び
、
そ
の
中
で
、「
存
在
型

構
文
」
と
「
所
在
型
構
文
」
に
分
け
る
。
他
方
、
新
屋
（
一
九
九
四
）
は

「
存
在
文
」
の
下
位
類
の
一
つ
で
あ
る
「
具
体
的
な
存
在
」
を
表
す
も
の
の
中

の
さ
ら
な
る
下
位
類
と
し
て
、
具
体
的
な
空
間
を
占
め
る
こ
と
を
表
す
も
の

を
「
所
在
」、
一
定
の
性
質
を
持
っ
た
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
だ
け
を
表
し
て

表

対応する存在文
所在文

「ＡはＢにある」の種類

「Ｂに（は）Ａがある」 
との対応（焦点位置
の入れ換え）

「Ａに（は）Ｂがある」 
との対応（ガ格と
ニ格の入れ換え）

場所型  ニ・デ ○ ×

時間型  ニ・φ・カラ・マデ ○ ×

抽象場所型  ニ △ ×

状況型  ニ △
（「Ａが（焦点）Ｂに

ある」のみ）

△
（関係基体型）

周辺要素型
　φ・カラ・マデ・
　トトモニ・タメニ　など

×
（Ｂが任意要素と
しては成り立つ）

×

上位型  トシテ     △（ニ・トシテ） ×

関係基体型  ニ・カラ     △（関係基体型） ×

関係基体兼内容型  ニ     ○（関係基体型） ○（上位型）

内容型  ニ × ○（上位型）

※「Ｂに」の部分は、片仮名で示したように、「に」以外のことも多い。

※�○は置換が容易なもの、△は置換できる場合もそうでない場合もある場合。 

また、丸括弧内のように、対応の仕方が個々に異なるものもある。
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空
間
表
現
を
要
求
し
な
い
も
の
を
「
存
在
」
と
呼
ぶ
。

（
注
２
）　
例
え
ば
、
西
山
（
一
九
九
四

：

116
、
二
〇
〇
三

：

394
）
は
、「
存
在
文
」

を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

Ⅰ
　
場
所
表
現
を
伴
う
タ
イ
プ

　（
ⅰ
）
場
所
存
在
文
　
　
　
机
の
上
に
バ
ナ
ナ
が
あ
る
。（
中
立
叙
述
）

　（
ⅱ
）
所
在
文
　
　
　
　
　
お
か
あ
さ
ん
は
、
台
所
に
い
る
。

　（
ⅲ
）
所
在
コ
ピ
ュ
ラ
文
　
お
か
あ
さ
ん
は
、
台
所
で
す
。

　（
ⅳ
）
指
定
所
在
文
　
　
　
そ
の
部
屋
に
誰
が
い
る
の
？
…
洋
子
が
い
る
よ
。

�

（
総
記
）

　（
ⅴ
）
存
現
文
　
　
　
　
　
お
や
、
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
リ
ス
が
い
る
よ
。

�

（
中
立
叙
述
）

Ⅱ
　
場
所
表
現
を
伴
わ
な
い
タ
イ
プ

　（
ⅰ
）
実
在
文
（
間
ス
ペ
ー
ス
対
応
存
在
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ペ
ガ
サ
ス
は
存
在
し
な
い
。

　（
ⅱ
）
絶
対
存
在
文
　
　
　
太
郎
の
好
き
な
食
べ
物
が
あ
る
。

　（
ⅲ
）
所
有
文
　
　
　
　
　
山
田
先
生
に
は
借
金
が
あ
る

　（
ⅳ
）
準
所
有
文
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
に
は
国
王
が
い
る

　（
ⅴ
）
リ
ス
ト
存
在
文
　
　
母
の
世
話
を
す
る
人
は
い
な
い
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

…
…
洋
子
と
佐
和
子
が
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。

「
場
所
表
現
を
伴
う
タ
イ
プ
」
の
中
で
「
所
在
文
」
を
独
立
さ
せ
る
こ
と
は
妥

当
だ
が
、
一
方
で
、「
場
所
表
現
を
伴
わ
な
い
タ
イ
プ
」
の
中
で
（
３
）
の
よ

う
な
文
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
注
３
）　
実
例
は
、『
Ｃ
Ｄ
─
毎
日
新
聞
（
デ
ー
タ
版
）』
に
よ
る
。
出
典
が
な
い

例
は
作
例
。

（
注
４
）　
一
節
の
（
３
）「
妻
は
深
い
眠
り
の
中
に
あ
っ
た
。」
も
状
況
型
の
例
で

あ
る
。「
～
中
に
あ
る
」
と
い
う
形
は
二
・
二
節
の
抽
象
場
所
型
に
多
い
が
、

（
３
）
は
「
深
い
眠
り
の
中
に
あ
っ
た
」
が
「
妻
」
の
一
時
的
な
状
況
を
表
し

て
い
る
。
こ
れ
は
三
節
で
見
る
存
在
文
と
の
対
応
関
係
を
参
照
す
る
と
は
っ

き
り
す
る
。
抽
象
場
所
型
の
例
え
ば
（
16
）「
そ
の
ひ
な
型
は
物
語
の
中
に
あ

る
。」
は
「
物
語
の
中
に
は
そ
の
ひ
な
型
が
あ
る
。」
と
い
う
存
在
文
に
転
換

で
き
る
（
三
・
二
節
）
が
、
状
況
型
の
（
３
）
は
「*

深
い
眠
り
の
中
に
は
妻

が
あ
っ
た
。」
の
よ
う
に
は
転
換
で
き
な
い
（
三
・
六
節
）。

（
注
５
）　（
注
２
）
の
よ
う
に
西
山
（
一
九
九
四
、
二
〇
〇
三
）
の
分
類
で
は

「
所
有
文
」（
Ｂ
が
人
の
場
合
）
と
「
準
所
有
文
」（
Ｂ
が
事
物
の
場
合
）
と
い

う
呼
び
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
西
山
（
二
〇
一
三
）
で
は
「
準
所
有
文
」

が
「
所
有
文
」
の
中
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

（
注
６
）　
ａ
の
所
在
文
で
も
、

　（
89
）ａ 

こ
の
町
で
は
、
公
演
は
20
日
間
あ
る
。

　（
90
）ａ 

私
に
は
、
未
練
は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
。

　（
91
）ａ 

こ
の
県
で
は
、
住
宅
補
助
制
度
は
低
所
得
者
の
た
め
に
あ
る
。

の
よ
う
に
前
提
要
素
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
　（
89
）
ａ
～
（
91
）
ａ
と

同
様
、「
Ａ
は
Ｂ
あ
る
」
だ
け
で
前
提
と
焦
点
の
要
素
は
揃
っ
て
お
り
、
周
辺

要
素
型
に
属
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

（
注
７
）　
と
は
い
え
、
時
間
型
と
周
辺
要
素
型
は
連
続
的
な
面
が
あ
る
。
次
の

「
毎
年
４
月
」「
毎
日
」
は
と
も
に
頻
度
を
表
す
例
で
あ
る
が
、

　［
１
］ａ

　�

こ
の
町
の
自
治
会
の
総
会
は
毎
年
４
月
に
あ
る
。

　
　
　
ｂ 
毎
年
４
月
に
こ
の
町
の
自
治
会
の
総
会
が
あ
る
。

　［
２
］ａ 
野
球
の
練
習
は
毎
日
あ
っ
た
。

′′′
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ｂ 

毎
日
野
球
の
練
習
が
あ
っ
た
。

［
１
］
ｂ
は
こ
れ
単
独
で
も
落
ち
着
く
が
、［
２
］
ｂ
は
「
そ
の
頃
は
」
な
ど
の

要
素
を
補
っ
て
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
時
間
的
な
要
素
を
含
む
も
の

で
も
、
自
立
性
が
高
い
も
の
も
低
い
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。

（
注
８
）
次
は
（
94
）ｂ
に
似
る
が
、
ａ
の
ニ
格
項
が
前
置
さ
れ
た
所
在
文
で
あ
る
。

　（
94
）
ａ
（
ど
こ
に
事
故
の
原
因
が
あ
る
か
と
い
う
と
）
過
積
載
に
事
故
の

原
因
が
あ
る
。

（
注
９
）「
上
位
型
」
の
存
在
文
は
、
高
橋
・
屋
久
（
一
九
八
四

：

11
）
の
「
メ
ン

バ
ー
と
し
て
の
存
在
」
を
表
す
も
の
、
ま
た
、
西
山
（
一
九
九
四

：

136
、
二

〇
〇
三

：

412
）
の
言
う
「
リ
ス
ト
存
在
文
」
に
当
た
る
（
金
水
二
〇
〇
六

：

37
も
参
照
）。

（
注
10
）（
102
）
ｃ
に
対
し
て
、
次
の
［
１
］
は
ガ
格
項
を
「
レ
ベ
ル
の
変
動
」
に

換
え
た
も
の
で
あ
る
。

　［
１
］ 

火
山
活
動
に
は
レ
ベ
ル
の
変
動
が
あ
る
。（
関
係
基
体
型
存
在
文
）

こ
れ
が
成
り
立
つ
の
は
、「
高
い
レ
ベ
ル
」
と
い
う
相
対
的
な
状
況
と
異
な
り
、

「
レ
ベ
ル
の
変
動
」
は
一
つ
の
存
在
物
と
し
て
捉
え
や
す
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
「
レ
ベ
ル
の
変
動
」
は
状
況
で
は
な
い
た
め
、［
２
］
は
成
り
立
た

な
い
。

　［
２
］*

火
山
活
動
は
レ
ベ
ル
の
変
動
に
あ
る

ま
た
、［
１
］
の
焦
点
位
置
を
入
れ
換
え
た
［
３
］
も
成
り
立
た
な
い
。

　［
３
］*

レ
ベ
ル
の
変
動
は
火
山
活
動
に
あ
る
。

［
１
］
が
成
り
立
ち
［
３
］
が
成
り
立
た
な
い
の
は
、
三
・
二
節
の
（
85
）
ａ

（
86
）ａ
と
同
じ
タ
イ
プ
で
あ
る
。

（
注
11
）（
102
）
ｂ
～
（
104
）
ｂ
の
「
Ａ
が
Ｂ
に
あ
る
（
Ａ
に
焦
点
）」
と
い
う
タ
イ

′
′

′

プ
の
存
在
文
の
存
在
に
思
い
至
っ
た
の
が
、
丹
羽
（
二
〇
一
五
）
の
脱
稿
後

で
あ
っ
た
た
め
、
上
記
論
文
に
は
「
状
況
型
存
在
文
」
が
限
定
的
な
形
で
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
こ
に
訂
正
を
す
る
。

〈
引
用
文
献
〉

金
水
敏
（
二
〇
〇
六
）『
日
本
語
存
在
表
現
の
歴
史
』（
ひ
つ
じ
書
房
）

新
屋
映
子
（
一
九
九
四
）「
存
在
文
に
お
け
る
「
場
所
ニ
」
と
「
場
所
デ
」」

『
津
田
塾
大
学
紀
要
』
26

高
橋
太
郎
・
屋
久
茂
子
（
一
九
八
四
）「「
～
が
あ
る
」
の
用
法
」『
国
立
国
語

研
究
所
報
告
79
　
研
究
報
告
集
５
』

田
窪
行
則
（
一
九
八
四
）「
現
代
日
本
語
の
「
場
所
」
を
表
す
名
詞
類
に
つ
い

て
」『
日
本
語
・
日
本
文
化
』
12
（
大
阪
外
国
語
大
学
）、
同
（
二
〇
一
〇
）

『
日
本
語
の
構
造
─
推
論
と
知
識
管
理
─
』（
く
ろ
し
お
出
版
）

日
本
語
記
述
文
法
研
究
会
（
二
〇
〇
九
）『
現
代
日
本
語
文
法
②
』（
第
３
部
　

格
と
構
文
）（
く
ろ
し
お
出
版
）

西
山
佑
司
（
一
九
九
四
）「
日
本
語
の
存
在
文
と
変
項
名
詞
句
」『
慶
応
義
塾
大

学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
26

西
山
佑
司
（
二
〇
〇
三
）『
日
本
語
名
詞
句
の
意
味
論
と
語
用
論
』（
ひ
つ
じ
書

房
）

西
山
佑
司
（
二
〇
一
三
）「
第
Ⅲ
部
　
総
論
」、「
第
11
章
　
名
詞
句
の
意
味
機

能
か
ら
見
た
存
在
文
の
多
様
性
」
同
編
『
名
詞
句
の
世
界
─
そ
の
意
味
と
解

釈
の
神
秘
に
迫
る
─
』（
ひ
つ
じ
書
房
）

丹
羽
哲
也
（
二
〇
一
五
）「
存
在
文
の
分
類
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
語
国
文
』
84
巻

４
号
（
木
田
章
義
教
授
退
職
記
念
特
輯
号
）
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（
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号24520504

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）




